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本日の説明内容

１．奈良県学力・学習状況調査の結果

２．実践報告 橿原市立橿原中学校 松林和美 教諭

３．中学校社会科における学習指導要領改訂の方向性

(1) 何を学ぶか

(2) 何ができるようになるか

(3) どのように学ぶか

４．まとめ

(1) 評価について

(2) 各学校にお願いしたいこと
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平成２８年４月１９日（火）実施

○学力調査

○生徒質問紙調査

○教員質問紙調査

１．奈良県学力・学習状況調査の結果



奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

〈〈〈〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉〉〉〉
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家で、学校の授業の復習をしていますか家で、学校の授業の復習をしていますか家で、学校の授業の復習をしていますか家で、学校の授業の復習をしていますか

下のグラフにおいて、「家で復習をしている」と答えた生徒ほど平均正答率が高

く、「復習をしていない」と答えた生徒ほど平均正答率が低い。

質問に対する回答結果と平均正答率との間に、このような関係が見られるものを

紹介する。

１ している

２ どちらかといえば

している
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４ していない
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

○家庭学習状況

・家で、自分で計画を立てて勉強をしている。

・家で、学校の授業の復習をしている。

・疑問に思ったことは自分で調べてみようと思う。

○自尊感情

・ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある。

・自分は、先生から認められていると思う。

・自分には、よいところがあると思う。

〈〈〈〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉〉〉〉①①①①
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

〇規範意識

・学校の規則を守っている。

・友達との約束を守っている。

・学校では、先生に挨拶をしている。

○地域との関わり

・自分の住んでいる地域のことが好き。

・自分の住んでいる地域のことを学ぶ機会がある。

〈〈〈〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉〉〉〉②②②②
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

○社会に対する興味・関心

・地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がある。

・テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ている。

・家庭で、地域や社会で起こっている問題や出来事を話題にしている。

〈〈〈〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉〉〉〉③③③③
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

○授業において

・小学校では、自分の考えを発表する機会が与えられていたと

思う。

・小学校では、授業のはじめに目標（めあて、ねらい）が示さ

れていたと思う。

・小学校では、授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行

っていたと思う。

〈〈〈〈肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの肯定的な回答ほど、平均正答率が高いもの〉〉〉〉④④④④
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

・自分の住んでいる地域のことは、好きですか。

・自分の住んでいる地域の行事に参加していますか。
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○ 地域との関わり
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

・自分の住んでいる地域のことを学ぶ機会がありますか。
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○ 地域との関わり
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

・テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか。

（携帯電話やスマートフォンを使ってインターネットのニュースを見る場合も含む。）

・家庭で、地域や社会で起こっている問題や出来事を話題にしていますか。
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○ 社会に対する興味・関心

６８６８６８６８.３％３％３％３％
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

・地域や社会で起こっている問題や出来事に関心がありますか。

・地域や社会をよくするために何をすべきか考えることがありますか。
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○ 社会に対する興味・関心

38.6 40.1 14.8 6.4
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県
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20.3 34.8 31.0 13.9
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奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（生徒質問紙調査）

61.8 28.8 6.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県 11.4 13.0 18.8 56.7

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県
○ 学校に行くのは楽しいですか。 ○ 学校に行けない、または、行きた

くないと思うことがありますか。

９０９０９０９０.６％６％６％６％ ２４２４２４２４.４％４％４％４％
９９９９.４％４％４％４％

※設問１～10のうち、１～６は、「思う」、「どちらかといえば思う」と回答した生徒の割合の合計７～１０は、「どちらかいえば思わない」、「思わない」と回答した生徒の割合の合計 を表す。

生徒質問紙調査（県平均）
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国語科 社会科 数学科 理科 音楽科 美術科 保健体育科 技術・家庭科 外国語科 その他 教科総計

授業のはじめに目標を示していますか授業のはじめに目標を示していますか授業のはじめに目標を示していますか授業のはじめに目標を示していますか

示している どちらかといえば、示している どちらかといえば、示していない 示していない

奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）
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国語科 社会科 数学科 理科 音楽科 美術科 保健体育科 技術・家庭科 外国語科 その他 総計

授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか授業の最後に学習内容を振り返る活動を行っていますか

行っている どちらかといえば、行っている どちらかといえば、行っていない 行っていない

奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）
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奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）
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総計

・勤務している学校の地域のことについて、生徒に知らせたり、教えたりしていますか。



奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）
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・郷土の自然や文化、人々との触れ合いを生かした指導をしていますか。

21.9%

13.8%
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9.1%
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奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）
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・生徒の主体的な学びを引き出すことを意識して指導していますか。

26.1%

28.9%
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0.5%
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奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）

19

・授業では、学級全体やグループで話し合う活動を行ってますか。

15.7%
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奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）奈良県学力･学習状況調査（教員質問紙調査）

32.1 49.4 15.4 2.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

県
○ 学校全体の学力傾向や課題について、

他の職員と共有していますか。

奈良県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査奈良県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査奈良県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査奈良県学力・学習状況調査、全国学力・学習状況調査

自校の生徒の実態を共有自校の生徒の実態を共有自校の生徒の実態を共有自校の生徒の実態を共有

教職員の一致した指導教職員の一致した指導教職員の一致した指導教職員の一致した指導
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２．実践報告 橿原市立橿原中学校 松林和美 教諭
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３．中学校社会科における学習指導要領改訂の方向性
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現行学習指導要領における社会科の課題

○ 主体的に社会の形成に参画しようとする態度等の育成

○ 資料から読み取った情報を基にして社会的事象の特色や意味

などについて比較したり、関連付けたりして考察し、表現す

ること

○ 社会的事象を多面的・多角的に考察したり、事象相互の関連

性を表現したりすること

以上のことについては、更なる充実が必要である。
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(1) 何を学ぶか

○ 社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり、解決し

たりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国

際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の形成者

に必要な公民としての資質・能力の基礎を次のとおり養う。

26

次期学習指導要領における中学校社会科の目標



① 我が国の国土と歴史、現代の政治、経済、国際関係等に関して理解す

るとともに、調査や諸資料から様々な情報を効果的に調べまとめる技能

を身に付けるようにする。

② 社会的事象の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察

したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力、考察・

構想したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養うよう

にする。

③ 社会的事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を意欲的に解

決しようとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解

を通して涵養される我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文

化を尊重することの大切さについての自覚を深めるようにする。

27



(2) 何ができるようになるか

28



知識・技能

○「知識」＝社会的事象等に関する知識

①個別の事実等に関わる知識（用語・語句）

②汎用的に使うことのできる概念等に関わる知識

（社会的事象の特色や意味、理論）

○「技能」＝社会的事象等について調べまとめる技能

これまでは、「資料活用の技能」であったが、観察や資料活用を通

して「社会的事象に関する情報を収集する・読み取る・まとめる技

能」として捉え、整理する。

29



思考力・判断力・表現力等

30

思考力（論理的思考力、批判的思考力）
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判断力



32

表現力
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表現力



学びに向かう力・人間性等

○「主体的に学習に取り組む態度」

○「多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される自覚や愛情

など」

34



社会的な見方・考え方

○ 社会的な見方・考え方は、資質・能力全体に関わるもの

・深い学びを実現するための思考力や判断力の育成

・知識の構造化

・主体的に学習に取り組む態度

○ 課題解決的な学習において、考察や構想（選択・判断）した

りする際の「視点や方法」のこと

○ 小、中、高等学校と校種が上がるにつれて視点の質や問いの

質が高まることで成長する。
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地理的な見方・考え方

○ 位置や空間的な広がりとの関わりに着目して社会的事象を見

出し、

○ 環境条件や他地域との結びつきなどを他地域等の枠組みの中

で人間の営みと関連付けて

36

視点

方法



地理的な見方・考え方

○ 社会事象の特色や相互の関連、意味を多面的・多角的に考察

する

○ 地域に見られる課題の解決に向けて、複数の立場や意見を踏

まえて選択・判断する
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考察

構想



地理的な見方・考え方
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歴史的な見方・考え方
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公民的な見方・考え方
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資質・能力を育む学習過程の在り方



資質・能力を育む学習過程の在り方

•課題解決的な学習過程

◇知識・概念・技能を習得し、それらを活用して思考・判断・表現し

ながら課題を解決する学習過程の授業づくりを行う。

◇そのためには、知識の構造化が必要である。
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学習課題の設定 予想・仮説設定 予想・仮説の検証

結論のまとめ
新たな課題の追究



主体的・対話的で深い学びの実現（「アクティブ・ラーニング」の視点か

らの授業改善）について

【深い学び】

習得･活用･探究の見通しの中で、教科等の特質に応じた見方や考え方を働かせて思考･判断・表現

し、学習内容の深い理解や資質・能力の育成、学習への動機付け等につなげる｢｢｢｢深い学び深い学び深い学び深い学び｣｣｣｣が実現で

きているか。

【対話的な学び】

子供同士の協働、教員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自ら

の考えを広げ深める｢｢｢｢対話的な学び対話的な学び対話的な学び対話的な学び｣｣｣｣が実現できているか。

【主体的な学び】

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連づけながら、見通しを持って粘

り強く取組み、自らの学習活動を振り返って次につなげる｢｢｢｢主体的な学び主体的な学び主体的な学び主体的な学び｣｣｣｣が実現できているか。
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(3) どのように学ぶか



資質・能力の育成と

主体的・対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」の視点）の関係（イメージ）（案）

知識・技能
思考⼒・判断⼒・表現⼒等
学びに向かう⼒・人間性

｢アクティブ・ラーニング｣の３つの視点からの
学習過程の質的改善

深い学び
対話的な学び
主体的な学び

※｢習得･活⽤･探究の⾒通し｣とは、習得された知識･技能が思考･判断･表現において活⽤されるという⼀⽅通⾏の過程のみではなく、思考･判断･表現を経て知識･技能が⽣きて働くものとして習得される過程や、思考･判断･表現の中で知識･技能が更新されたりする過程なども含む。※基礎的･基本的な知識･技能の習得に課題が⾒られる場合においては、教科等の特質に応じ、知識･技能の習得を中⼼とした学習を、｢深い学び｣の前提として習得状況に応じ⾏う必要がある。その際には、例えば｢主体的な学び」の視点から学びへの興味や関心を引き出すことなども併せて重要である。

｢カリキュラム･マネジメント｣を通じて他教科等の学習過程とも連携
◆「アクティブ・ラーニング」の視点は、知識・技能を⽣きて働くものとして習得することを含め、育成すべき資質･能⼒を⾝につけるために必要な学習過程を実現するためのもの。こうした三つの視点※を明確にすることにより、授業やカリキュラムの改善に向けた取組を活性化するもの。※三つの視点は、学習過程の中で相互に関連し合うものであることに留意◆学習内容の量を削減するのではなく、学習過程の質的改善を⾏うもの。また、⽣きて働く知識･技能の習得を含む資質･能⼒の獲得には、学習内容の深い理解が不可⽋であり、｢主体的な学び｣｢対話的な学び｣のみならず「深い学び」の重要性にも留意。

生きて働く知識・技能の習得

未知の状況にも対応できる
思考⼒・判断⼒・表現⼒等の育成学びを人生や社会に生かそうとする
学びに向かう⼒・⼈間性の涵養
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４．まとめ

(1) 評価について
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(2) 各学校にお願いしたいこと

◇現行の学習指導要領の趣旨を改めて確認し、その実現を図る。

・課題を探究する力を育成

・社会的な見方や考え方を成長させることを一層重視

・事象の特色や事象間の関連を説明すること、

自分の考えを論述することを一層重視

◇見通しを立てたり、振り返ったりする学習活動の充実を図る。

◇家庭での学習を含め、適切な学習習慣を身に付ける指導の充実を図

る。
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課題解決的な授業課題解決的な授業課題解決的な授業課題解決的な授業

社会的な見方・考え方を働かせ、社会的な見方・考え方を働かせ、社会的な見方・考え方を働かせ、社会的な見方・考え方を働かせ、

思考・判断･表現することで、深思考・判断･表現することで、深思考・判断･表現することで、深思考・判断･表現することで、深

い理解や新しい学びへ向かう授業い理解や新しい学びへ向かう授業い理解や新しい学びへ向かう授業い理解や新しい学びへ向かう授業


